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放射線量の測定を開始しました
　市内における放射線量の状況を把握、監視するために放射線量の測定を開始しました。計測した測定値については、当
分の間「市報ぎょうだ」や市ホームページで公表します（土・日曜日、祝日を除く）。
　公表する数値は、県が公表するものと異なる場合がありますが、これは、測定機器の違いや測量環境などによるものです。

放射能量の人体への影響
（放射線量の量 ※単位はマイクロシーベルト）
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害は報告されてい
ません。

緊急作業従事の場
合に認められてい
る上限（年間）

放射線業務従事者および
防災に係る警察・消防従
事者の上限（年間）

胸部X線コンピューター
断層撮影検査（CTスキャン）

胃のX線検診

胸のX線検診

1人当たりの自然放射線（年間）

・宇宙から……0.4
・大地から……0.5
・食物から……0.3
・空気中のラドン＊
　から…………1.2

＊空気中に存在する天然の放射性物質

放射線測定値（参考値）
【測定個所】消防署本署地内　【測定高】１ｍ　

　その他の測定個所の測定値についても健康被害が懸念さ
れる放射線量ではありませんでした。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

測定日 測定時間 天　候 　測定値（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）

６月20日
午前９時 曇り 0.17

午後３時 曇り 0.12

　台風や集中豪雨が発生しやすい時期になりました。水害
に備えて事前の対策をしっかり行い、家庭ぐるみ、地域ぐ
るみで被害を最小限に抑えましょう。

気象情報に注意し、安全対策の確認を
・テレビやラジオ、市や防災関係機関からの気象情報（大

雨警報・注意報など）に注意しましょう。
・浸水に備えて、家財道具は安全な場所へ移動しておきま

しょう。
・日ごろから避難（場）所の位置や非常持出品を確認してお

きましょう。※避難（場）所、非常持出品の一覧は、「行
田市防災ガイドブック」または市ホームページ（防災情
報）をご覧ください。

洪水ハザードマップを活用しましょう
・自宅や職場などが洪水時に、どのくらいの浸水が予想さ

れているか確認しておきましょう。※洪水ハザードマッ
プは市ホームページ（防災情報）でも確認できます。

長雨や大雨時は排水量を抑えましょう
・できるだけ風呂や洗濯の排水を控えて、少しでも下水道

を流れる水量を減らしましょう。

水害が発生したら次の点に注意し、早めに避難してください
・高い場所に避難しましょう。
・エレベーターや車を使わないようにしましょう。
・水圧でドアが開かなくなることがあるため、外へ早めに
　避難しましょう。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

お済みですか
家庭での万全な水害対策

　東日本大震災で被害を受けた家屋などのがれきを、緊急
的対応の一環として６月末まで受け入れを行いましたが、
７月以降は屋根瓦のみの受け入れを行います。

▶日　　時　７月１日から毎週金曜日 午前９時～正午、
　　　　　　午後１時～４時
▶場　　所　小針焼却場建設予定地
▶対　　象　被災により、り災証明書の発行を受けた市内在

住の方。またはその方から依頼を受けた業者。
▶方　　法　搬入する前日までに、電話などで環境課に申

し込みを行い、当日り災証明書の写しを持参
のうえ、同焼却場建設予定地まで直接搬入し
てください。

▶注　　意　屋根瓦に付属する土の受け入れは行いません。
▶問い合わせ　同課環境業務担当☎556―9530

７月からは東日本大震災で被害を
受けた屋根瓦のみ受け入れます

　小針クリーンセンターでは、７月19日(火)から29日
(金)まで、焼却施設の補修を予定しています。この期間は
燃やせるごみの直接搬入はできませんので、ご注意くだ
さい。

▶問い合わせ　彩北広域清掃組合☎559―3641

燃やせるごみの直接搬入を
一時中止します


